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 要 旨   
本研究は、胎生期のエタノール関連記憶の獲得と発現におけるオピオイド系の関与につ

いて検討した。胎生期の経験がどのように新生仔でのエタノール自己投与と授乳期の薬物

経口摂取を変えるのか評価した。妊娠 17-20 日目で、雌親は 4 グループに分けられ、エタ

ノール（2 g/kg）あるいは水の投与と、それに続いてナロキソン（10 mg/kg）または生理

食塩水が投与が行われた。5 番目のグループはエタノール投与前にナロキソン（10 mg/kg）
が投与された。出生 1 日後に、仔にミルクまたは 3%のエタノールを獲得するオペラント学

習法を試行し、その 1 時間後、消去セッションを実行した。出生後 14 日（PD14）と 15 日

（PD15）に、胎生期に異なる処置を受けたそれぞれのグループの授乳期の仔に 5%エタノ

ールまたは水の摂取試験を行った。一部の授乳期の仔には PD14 での摂取試験に先立ち、

ナロキソン（1 mg/kg）または生理食塩水を処置した。 
出生 1 日齢の仔はミルクを獲得するオペラント学習を急速に学んだ。対照的に、胎生期

にエタノールを処置された仔でのみエタノールを獲得するオペラント応答が上昇した。

PD14 と PD15 で行った摂取試験では、胎生期にエタノール投与 20 分前にナロキソンを処

置した仔のエタノール消費レベルは、他のエタノール投与グループと比べて低かった。出

生後のナロキソンの処置は PD14 の摂取試験での全溶液の摂取を減少させた。 
これらの結果は、胎生期でのエタノール曝露は、エタノールの口腔内投与によって強化

された新生仔でのオペラント学習を促進し、PD14-15 でのエタノール摂取を増加させるこ

とを示している。内因性オピオイド系は胎生期のエタノール記憶の獲得に明らかに関与し、

新生仔や授乳期の仔のアルコールに対する強化的特質を変化させている。 

 




